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会長挨拶

就任時から「会員相互の親睦Jと 「経営学部の先生や学生との交流による支援および

協業Jを主要なテーマとして活動していくことと、経営学部同窓会を多様性と寛容性豊

かな組織にしていくことを目標に活動してきました。

ただ 2019年 12月 から新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)の影響により、こ
の 3年半 大学側 (教授、学生を含む)も校友 (OBOG)も 対面方式でのイベントは
ほとんど行えない状況でした。そのために皆様との意見交換や意識合わせを重ねる場が

設けられず、また経営学部の学生達の活動も制限されていることから経営学部同窓会の

価値を高める手段が実行出来ていないのが現状です。

そこでコロナの影響がようやく薄らいできましたが、まだまだ通常に戻すには時間が

かかる状況にありますので、今年度の総会は下記の様にいたします。

ご確認の上、ご理解の程よろしくお願いいたします。

【今年度の総会について】

今年の 5月 8日 にコロナが 5類に移行されましたが、3月 までの状況を踏まえ同窓会

執行部内で検討した結果、「対面方式での総会は厳 しい」と判断いたしました。

そこで経営学部同窓会の総会は、「ホームページJを利用することにいたしました。

次頁以降に議案を提案いたしますので、ご審議の程よろしくお願いいたします。

青山学院校友会 大学部会 経営学部同窓会
会長  朝倉 信



第 1号議案  2022年 度 事業報告

新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)は 、第 7波 と第 8波が発生しなかなか収束しな

い状況にありました。それに伴い対面式のイベントは、今年度もほとんどが中止または

オンラインによる開催に変更となりました。

1.第 22回総会
2022年 5月 に、HPへの掲載にてご審議いただきました。

2.定例会・イベント
体育会OBO(〕連合会主催のゴルフコンペに、同窓会として有志が参加 しました。

ただそれ以外の活動は、昨年に引き続き全て中止しました。

3.大学部会の活動への協力
大学部会の活動には、積極的に参画し協力していく方針で取り組んでいます。

そこで今年度も大学部会の判断を踏まえながら、以下の通りの活動を行いました。

1)活動したイベント

①第 29回大学同窓祭 (オンライン開催)
。大学部会イベント委員会が主催するVR(バーチャルルーム)に参加
しました。

②大学部会 。在校生就職支援委員会 (オンライン開催 )

。委員会活動の運営と各種オンラインイベント (交流カフェ、模擬面接

等)への講師派遣に協力しました。

(オンラインイベントは、年間を通して 10回開催されました)

2)中止となったイベント

①チャペルコンサー ト2022

②東日本大震災復興支援コンサー ト

4:.経営学部主催行事への協賛

経営学部主催の発表会 (AMCA2022)が 11月 に開催され、同窓会として
10万円を協賛しました。

5.箱根駅伝の応援
青山学院の方針により、沿道での応援は中止しました。

6.卒業式での新規会員勧誘
今年度も2023年 3月 25日 の大学卒業式での対応を見送りました。



7.広報活動
2022年 7月 号 (No38号 )よ り「あなたと青山学院の部会 。同窓会の
ページ」に、経営学部同窓会の活動報告を継続して毎号掲載しています。

以  上



第 2号議案  2022年 度 会計報告

青山学院校友会 大学部会 経営学部同窓会

貸借対照表

2023年 3月 31日現在
(単位 :円 )

I資産の部
現金 8,337

ｎ
υ -8,337

普通預金(みずほ銀行) 4,531,256 4,768,560 237,304

資産合計 4,539,593 4,768,560 228,967

Ⅱ負債の部

未払金
ｎ
υ 0

負債合計
ｎ
ｕ

ｎ
ｕ

Ⅲ純資産の部

繰越収支差額 4,373,130 4,539,593 166,463

当期活動収支差額 166,463 228,967 62,504

純資産合計 4,539,593 4,768,560 228,967

負債・資本合計 4,539,593 4,768,560 228,967

活動計算書

2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日

I収入の部
補助金収入 413,660 413,660 0

繰越金取崩額 0 0 0

寄付その他収入 0 0 0

預金利息 0
う
０ 39

収入合計 413,660 413,699 ｎ
υ
う
０

Ⅱ支出の部

事業費 250,000 100,00C -150,000

会議費 40,000 C -40,000

通信費 70,000 61,213 -8,787

会員獲得費 20,00C C -20,000

在学生交流費 10,00C C -10,000

他学部交流費 10,00C C -10,000

雑費 13,66C 23,519 9,859

経費合計 413,66C 184,732 -228,928

Ⅲ当期活動収支差額 C 228,967 228,967

(



第 3号 議案  2022年 度 会計監査報告

監査報告書

私共は、青山学院大学経営学部同窓会会則に則り、2022年度 (2022

年4月 1日 ～2023年 3月 31日 )の会計報告 (貸借対照表、活動計算書 )
の監査を実施した結果、同会の活動は適正に行われ、会計報告は財

産状況と収支活動を適正に表示しているものと認めます。

2023年  5月 12日

監査委員   月時 ネ司 ①

監査委員   小
=な
凍 ふ暑



第 4号議案  2023年 度 事業計画

経営学部同窓会は、経営学部を卒業した企員が会員になります。

会員の人数は毎年約 500名ずつ増加して、令和 5年度で約 37, 000名 です。

青学ファミリーの一員として同窓会ネットワークを仕事や趣味に役立ていただく

システムの構築が同窓会活動に期待されていると思います。

コ17ナ禍での 3年間もあり、会員名簿の整理と連絡ツールの見直しが課題となって

います。そこで、今年度の事業計画を定例活動である親睦及び在校生支援に加え、

最新情報を加味した会員名簿のリニューアル及び IT環境の再構築といたします。

1.母校 (大学部会等)への貢献活動 (事業骨子)
(1)大学同窓祭へ積極的に協力する。
(2)学院への寄付等に協力する。
(3)チャリティーイベントを実施する (ゴルフ、分科会等)
(4)経営学部が公認 している学生団体を支援する。

2.会員増強活動
(1)コ ロナ禍での 3年間もあり、会員名簿の見直しが課題となっています。
そこで、会員の最新情報を加味した会員名簿のリニューアルを行 う。

(2)上記母校への貢献活動。イベントを通じ経営学部同窓会の宣伝活動と会員
増員を図る。

(3)現役学生グループとの連携により、若手 OB 0 0G会員の掘り起こしや現役
学生への普及活動を行 う。

(4)卒業式において新卒生に本会への入会案内を配布し、入会を促す。

3.定例会活動 (親睦活動)
(1)会 場は校友の店舗を優先的に検討するが、会員のニーズの発掘のため
開催地や金額を工夫した企画としたい。また「新たな校友店舗の開拓J

を目指す。

(2)他 学部、現役学生を誘致し活性化を図る。
(3)分 科会活動を充実させる。 (ゴルフ、ワイン会等)
(4)新 しい参加者を増やすための企画を検討し、実施 していく。



4.在校生支援活動
(1)大学部会の在校生就職支援委員会の運営母体として、大学の就職部門と
連携 しながら就職支援活動を積極的に行う。

(2)箱根駅伝の応援に参加する。

5,広報活動と IT環境の再構築

(1)校友会の 「あなたと青山学院Jに同窓会の情報を定期的に掲載する。

(2)現在のホームページのリニューアル及び、同窓会としてのSNSへ の対応
方法等を検討 し次年度に向けて提案する。

以  上



第 5号議案 2023年 度 予算計画

青山学院校友会 大学部会 経営学部同窓会

次期活動予算書

2023年 4月 1日 ～2024年 3月 31日

I収入の部
補助金収入 413,660 418,790 5,130

繰越金取崩額 0 0

寄付その他収入 0

預金利息 39 -39

収入合計 413,699 418,790 5,091

※ 1

※2

※3

※4

※5

※6

Ⅱ支出の部

事業費 100,000 260,000 160,000

会議費 0 20,000 20,000

通信費 61,213 70,000 8,787

会員獲得費 0 20,000 20,000

在学生交流費 0 10,000 10,000

他学部交流費 C 10,000 10,000

雑費 23,519 28,790 5,271

経費合計 184,732 418,790 234,058

Ⅲ当期活動収支差額 228 -228,967

注記 )

予算 ※1大学部会からの活動補助金

予算 ※2学生イベントヘの支援

予算 ※3 HP運営費、サーバー料

予算 ※4※ 5※ 6さらなる会員獲得・増強のための費用を計上



第6号議案  校友会大学部会 代表委員候補者

梅澤  博

杉崎 守利

大関 正一

朝倉  信

岩元 健司

榎本 正史

安藤 直道

紀  正尚

中野 靖世

小黒 祐康

/Jヽり|1  和男

大村 恒久

相良 大介

福島 由美

洪  美樹

(1977年 卒業)

(1977年 卒業)

(1978年 卒業)

(1978年 卒業)

(1981年 卒業)

(1981年 卒業)

(1982年 卒業)

(1983年 卒業)

(1983年 卒業)

(1986年 卒業)

(1990年 卒業)

(1991年 卒業)

(1998年 卒業)

(1998年 卒業)

(2008年 院卒)

以 上 15名



第 7号議案  校友会 代議員候補者

関根  茂

杉1崎 守利

朝倉  信

岩元 健司

榎本 正史

後藤 悟志

安藤 直道

中野 靖世

大泉浩一郎

ガヽ川 和男

大村 恒久

毛塚 邦治

高津伊兵衛

本目「こ  ブてグヽ

1年卒業)

7年卒業)

8年卒業)

1年卒業)

1年卒業)

3年卒業)

2年卒業)

3年卒業)

0年院卒)

0年卒業)

1年卒業)

1年卒業)

3年卒業)

8年卒業)

以上 14名
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第 8号議案 役員候補者

経営学部同窓会の会則に則り、会長候補者を募るために2023年 4月 25日 に
告示しました。その結果、告知期間内に立候補のお届けをされた方はお一人でした。

立候補された方は、会則で定めた条件を満たしていますので「会長候補者」として

ご提案いたします。

合わせて、会長の専任事項である副会長、監査委員候補の方々も記載いたします。

会長 安藤 直道 (1982年 卒業)

出|1会長 梅澤  博

洪  美樹・

ガヽ川 和男

大村 恒久

相良 大介

監査委員 小黒 祐康

毛塚 邦治

(197

(198

(199

(199

(199

7年卒業)

4年卒業)

0年卒業)

1年卒業)

8年卒業)

(198

(199

6年卒業)

1年卒業)

以  上


